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認知症 気づきチェックリスト（例） 

認知症は、いろいろな原因で脳の細

胞が損傷を受けたり、働きが悪くなること

で障がいが起こり、生活に支障が出てい

る状態を指します。しかし、認知症にかか

った人は、自分が認知症と認めたくない

場合が多く、病院に行きたがらないケー

スも少なくありません。また、認知症の患

者数は年々増加傾向にあります。 

こうしたことから、さいたま市において

も、認知症の早期発見・診断をめざして、

認知機能の低下などを簡単に調べること

ができる「認知症の気づきチェックリスト」

を作成し、高齢者のいるご家庭に配布し

て、市民に活用していただけるよう保健

福祉委員会にて質問・提案しました。 

 

市政レポート 

早期発見、早期治療が重要！ 

・ご家族や身近の方がチェックすることもで

きます。 

・身体機能が低下している場合は点数が高く

なる可能性があります。 

・このチェックリストの結果はあくまでもお

およその目安で医学的診断に代わるもので

はありません。認知症の診断には医療機関

での受診が必要です。 

・右の表は、地方独立行政法人東京都健康長

寿医療センターの知見を活用して作成され

たものです。 

Facebook www.facebook.com/kamisaka.tatsuaki 

 



 

 

就労意欲のある高齢者へ、創
業支援やビジネスマッチング等
を支援するセカンドライフ支援
センターを創設すべきでは。 

就労や社会参加に意欲を持った高齢

者に効果的に情報提供を行っていけ

るよう、事業の連携を図るとともに、

先進都市の取り組み状況について調

査を行ってまいりたいと考えておりま

す。 

障がい者就労支援のため、障
がい者総合支援センターにおけ
る相談窓口を、就労支援と相談
業務に分け、障がい者の就労
率向上を図るべきでは。 

障がい者総合支援センターにおける

機能強化をはじめ、本市の就労支援

体制全般について、相談から就労定

着支援まで一貫した体制を再構築す

る必要があり、関係機関と連携を図り

ながら、調査研究をしてまいります。 

市として、単身高齢者のため熱・
煙・ガス・人感センサー等を備え
た、新しい見守り型緊急通報シス
テムの導入を検討すべきでは。 

待機児童ゼロへの対策を推進
するには、保育施設の増大、増
設を所管する「待機児童ゼロ推
進室」を設置し、予算・人員・政
策への充実を図るべきでは。 

待機児童を解消するための企画、政

策の充実を図り、効果的かつ効率的

な設置整備を行い的確な対応を進め

てまいります。また、必要に応じて体

制強化にも取り組んでまいりたいと考

えております。 

本会議において国際観光都市戦略について提案 

 さいたま市が国際観光都市として、持続可能な発展を遂げるた

めの戦略として、インフラ環境の整備やおもてなしの在り方につい

て、4点にわたり本会議で質問並びに提案をおこないました。なか

でも外国人向け観光情報アプリについては、観光客の獲得に取り

組む先進都市の事例を取り上げ、本市の魅力を満載した多言語

観光アプリの開発を提案しました。 

答弁では「情報端末を介した観光情報の提供は重要」と述べ、

多言語観光アプリの導入について、早急に検討していく考えが示

されました。 
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かみさかたつあきの議会質問より ９月定例会 

かみさかたつあきは、皆さまの声を大切にしながら、市政発展のため働いていま

す。ご意見、ご要望などございましたら、お気軽にお問合せください。 

皆様からの声を、お待ちしております。 

“かみさか”のひとこと 

昨今、見守り型機器の開発や民間警

備会社の参入などにより多様な選択

肢が提供されている。しかし、新シス

テムの導入には機器の有効性の検証

や導入費用が課題となりますので、他

市の導入状況など調査を行ってまい

ります。 

かみさかたつあき 市政レポート   31 Vol. 


